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	応用
	抗原情報
	背景
	B細胞シグナル伝達の調節因子として機能します。CD22は、B細胞リンパ球分化の異なる段階で細胞質タンパク質と膜タンパク質の両方として発現します。B細胞発生の初期に発現する細胞質型のCD22は、急性リンパ性白血病の有用なマーカーです。膜型のCD22は、形質細胞に分化する前の成熟B細胞で発現します。選択的スプライシングにより、CD22αとCD22βの2つの異なるアイソフォームが生成されます。B細胞間相互作用を媒介します。リンパ組織におけるB細胞の局在に関与している可能性があります。シアリル化糖タンパク質に結合します。そのうちの1つがCD45です。α-2,6結合シアリン酸に優先的に結合します。シアリン酸認識部位は、同じ細胞表面上のシアリン酸とのシス相互作用によってマスクされることがあります。免疫応答においてリガンド誘導性チロシンリン酸化は、B細胞抗原受容体シグナル伝達の調節に関与していると考えられる。Srcファミリーチロシンキナーゼとの相互作用を介して正の調節に関与するほか、SH2ドメインを介して細胞質ホスファターゼをリクルートし、シグナル伝達分子の脱リン酸化を介してシグナル伝達を阻害することで、阻害受容体としても作用する可能性がある。
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	CD22 抗体を使用した Raji 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

